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　配置図兼 1階平面図 1:800

2 階平面図 1:800
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撥水防腐剤塗布
LVL仕上材 t=30 相じゃくり加工
横胴縁 18x45
縦胴縁 18x45
透湿防水シート
LVL木層ウォール t=150

外側

内側

　エンジニアリングウッドの技術や防耐火に関する知見の普
及より、中大規模木造建築は一層の大規模、高層化が進みつ
つあります。一方で、木材は生物由来の有機化合物であり、雨
や日照に対する外部環境に対して適切な防護措置やおさまり
がされていないと、水や酸素、紫外線、腐朽菌などの作用によ
りその性能を維持できないほどに変化してしまうリスクも孕
んでいます。木の素材を空間にあらわすことによる心理的・生
理的効果が実証されつつある中で、どのように耐候性能を確
保した上で、必要な箇所で木の質感をあらわすことが可能
か、ここでは外壁仕上げ、 屋根防水、カーテンウォール の３部
位について、これまでの知見と技術検証をもとに論じます。

■木質材による外壁仕上げ
　木造建築において雨掛かりや強い日照がある部位につい
ては、構造躯体を外気に晒さず、防水層と通気層を設けてそ
の外に仕上げ材を貼ることが重要です。木造建築の印象を損
なわずに木の素材感をあらわす建築を実現するためには、特
に外壁において細部を慎重に検討する必要があります。

　2015年に竣工した準耐火建築の「みやむら動物病院」（設
計：Atelier OPA + ビルディングランドスケープ／施工：大和工
務店）では、南側の主となる立面に無被覆で外壁として一時
間準耐火の大臣認定を取得したLVL厚板による構造材「木層
ウォール」を用いています。室内側は、印象的な積層面の意匠
をあらわしで用い、室外側は耐候性をもたせるために、構造
材であるLVL材の外側に透湿防水シート貼った上に通気層を
取り、30mm 厚 の 仕上用 LVL材を桟木に固定しています。

　表面を保護する塗料は、ガラス質の塗膜を形成するもの
や、木材表面に浸透性の酸化皮膜を形成するものなど、性質
の異なるいくつかの種類のものを検討し、最終的には菊水化
学工業が開発していた浸透性の撥水防腐塗料を塗布しまし
た。LVL材を製造しているキーテック社による暴露試験の経過
が良好であったことに加え、今後必要となる塗装のメンテナ
ンスの際に手間のかかる塗膜剥離をする必要がなく、塗り重
ねることが可能であることも決め手となりました。
　
　仕上用LVL材は、実験したところ120mm幅の材で乾燥時と

吸水時とで10mm以上の伸縮をすることがわかり、そのまま
貼ったのでは動きに追従できず、割れや変形の原因になりか
ねないことが分かりました。そこで、材を相しゃくりとした上で
その片側のみをビスで固定し、もう一端を隣の材に被せるこ
とで、材の伸縮に追従するおさまりとしています。この外壁で
は構造材と仕上材との見切り部分に通気層と同じ厚さのス
チールサッシ枠を収めており、一体として見せることでLVLに
よるマッシブな壁の印象を作り出し、内部空間はもとより街並
の中にも木の持つ豊かな表情を活かした景観を創出してい
ます。

　竣工後５年以上が経過した段階では、相応の経年変化はし
ているものの、腐食や変形などの問題は見られませんでした。
その時点で塗装のメンテナンスをするにあたり、施主より経
年変化で多少凹凸が見られるようになった表面の平滑さを求
める要望があったため、グラインダーがけをした上でシリコン
半蔵膜タイプの塗料（住友林業 S-100）を塗布することにしま
した。この塗料は下地の木目をきれいに見せつつも高い撥水
性能を持ち、竣工時に塗布していた撥水防腐塗料と同様にメ
ンテナンス時の塗り重ねが可能です。結果、外観の印象として
竣工当時に近い状態が現在まで維持されており、引き続き経
過を見守っている状態です。

　今回弊社から提案する物件に於いても、１階エントランス
や上層階のテラス部分など外気に露出する部分に於いては、
外壁のおさまりや仕上げについて同様の仕様とすることを検
討しています。

耐候性に配慮しながら木質化する

みやむら動物病院 外観

LVL外壁写真 LVL外壁平断面詳細  S=1/10



カーテンウォール・屋根周り詳細図  S=1/50

外壁周り詳細図  S=1/10カーテンウォール部イメージ

■中大規模木造の屋根防水
　木造建築の大面積の陸屋根には水を通さない「メンブレン
防水層」が欠かせない要素です。陸屋根の防水はRC造、S造の
主要な防水工法ですが、木造においては連続被膜の防水機
能に加えて下地水分の脱気や軽量化など、木造下地の条件に
対応する仕様・工法・材料の選択が必要となります。

　一般陸屋根部分は外張り断熱露出防水とし、溶融アスファ
ルトとアスファルトシートを積層し厚みのある防水層をつく
り、 水密性・耐久性ともに優れている改質アスファルト系シー
ト防水を選択しています。

■中大規模木造のカーテンウォール
　カーテンウォールの荷重が木の躯体に適切に伝わるよう、
留意することが必要です。ここでは、鉛直方向に補強材を入れ
たスチールアングル(t=9mm)を介して、CLT床の上面に載せ
る形でボルト留めをして、カーテンウォールの荷重をCLT床で
支えられるおさまりを検討しています。CLT端部には発生する
曲げ応力に抗するため、下面にもスチールアングルを配して
います。このようなおさまりとすることで既成のアルミカーテ
ンウォールをにはCLT床からカーテンウォールの内面までの
持ち出し寸法は200mm程度として、過大な応力が生じないよ
うな設計としています。

　屋上部分は、カーテンウォール上部とパラペットとを一体化
し、笠木と一体でおさめることで、すっきりとした立面を実現
させています。水下となる面にはパラペットを設けず、樋を設
けて雨水を処理することで、大雨時の屋上からの雨水侵入リ
スクを回避します。

　テラスやエントランスポーチは、カーテンウォールのガラス
を設けず、半屋外空間としています。これらの箇所では、左
ページに記載のある「みやむら動物病院」と同様に、防水層と
通気層を設けた上に仕上げ用の木材を貼り、木をあらわしで
用いることを検討しています。
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基準階平面図

22



柱の防耐火仕様

A

A

A section『W+RC マルチシステム床』 空調計画のイメージ図
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床：OAフロアの上、
　  タイルカーペット

天井：CLTt90(スギ)

RCスラブ

空調チャンバー

LVL芯材Φ60@200

軒天：CLTt90(スギ)
リブ材：集成材(ヒノキ)

柱：集成材(カラマツ)

RC立上りによりサッシ下端
の止水性を確保

RCスラブ上に防水を施す
ことで防水性能を確保

アルミサッシ

バルコニー

床：人工木デッキt25
防水：
超速硬化ウレタン防水

事務室

中規模木造の計画をするにあたって、木材を扱うことで大きく考えて以下の2点の特徴があると考えた。
①木材の耐候性：コンクリート等に比べて耐候性の面で、水の影響により変色・腐朽・寸法変化が生じやすい。
②木材の施工性：軽量であることから作業性が良く、切削やビスによる留め付けなど加工・組立てが容易である。

今回、『①木材の耐候性』という短所に対して、それを補うような考え方で防水や止水性を担保する納まりの検討を行った。
また、『②木材の施工性』という長所に対して、構造材とコンクリート型枠材の両方の機能を持つ木基板を作成し、さらに木材と
コンクリートを一体化できる接合具を配置することで、木材の剛性・耐力をコンクリートで補完する合成スラブとすることができ
る。また床を一体化する生産工程を規格化し工場生産（プレキャスト化）することで、現場作業の省力化と工法の普及につなが
ると考えた。

①サッシ・バルコニー廻り詳細
・コンクリートより耐候性の劣る木材で床を構成すると、施工中の雨掛かりや床の防水・サッシ廻りの止水に納まり上の課題がある。
・今回は下面にCLTスラブを採用したが、上面にコンクリートスラブを設け外部はコンクリートスラブのみとすることで、施工中
における木床部材の雨掛かりを防止した。
・また床の防水性能やサッシ廻りの止水性能を確保する際に、通常のコンクリートスラブと同様の納まりが可能となる。
・防水は施工性に配慮して超速硬化ウレタン防水を想定した。（アスファルト防水で納めることも可能）バルコニーのスラブも内
部同様FLから100mm程度たち下げ、そのレベル差を利用して束をたてて人工木デッキの床を室内床レベルとほぼフラットで
仕上げた。これによって内外の連続感を演出している。
・軒天は、内部天井と同材のCLT材を採用したが、一般のボード天井と同じように上部のコンクリートスラブから吊り下げて固定
した。経年変化で交換が必要になった場合など、将来的なメンテナンス性にも配慮した納まりとした。

木材の耐候性・施工性に配慮しながら設計する。




